
平 成 22 年 6 月 7 日
水 産 庁

生  産  量 輸  入  量 卸売（築地）価格
（22年1～3月） （22年1～3月） （22年1～3月） （22年4～6月）

供給量

1,031ｔ 57,665ｔ 546円/kg 　前年比：大幅に減少
（水産庁調べ） （貿易統計） （冷凍　総平均価格） 　平年比：大幅に減少

前年比　　　６１％ 前年比　　９９％ 前年比　　９７％ 卸売価格
平年比　　　６８％ 平年比　　８３％ 平年比　　９８％
前期比　　　　１％ 前期比　１３３％ 前期比　　９３％ 　前年比：横ばい

　平年比：横ばい
　前期比：やや強含み

供給量

42,648ｔ 1,185円/kg 　前年比：減少
（貿易統計） （冷凍　総平均価格） 　平年比：やや減少

　冷 凍 水 産 物 需 給 情 報 （ 平成２２年６月 ）

　以下の表は、さけ・ます類、えび類、いか類、さば類について、最近までの需給動向を整理
するとともに、今後の冷凍水産物の需給見通し（平成２２年４月～６月の供給量、卸売価格）
に関する検討結果を取りまとめたものです。

   －平成22年5月31日に行った平成22年度第１回冷凍水産物需給情報検討会の協議結果－

び類

最 近 ま で の 動 向
冷凍水産物需給見通し

さけ・ます類

前年比　１０３％ 前年比　　９９％ 卸売価格
平年比　　９９％ 平年比　　９３％
前期比　　７２％ 前期比　　９６％ 　前年比：横ばい

　平年比：やや強含み
　前期比：やや強含み

供給量

30,360ｔ 14,418ｔ 487円/kg 　前年比：減少
（水産庁調べ） （貿易統計） （冷凍　総平均価格） 　平年比：減少

前年比　 　８８％ 前年比　　９７％ 前年比　１１１％ 卸売価格
平年比　 　７４％ 平年比　　８０％ 平年比　　９３％
前期比　 　２６％ 前期比　　７５％ 前期比　　９０％ 　前年比：強含み

　平年比：強含み
　前期比：強含み

供給量

81,255t 11,625t 459円/kg 　前年比：減少
（水産庁調べ） （貿易統計） （冷凍　総平均価格） 　平年比：かなり減少

前年比　１０４％ 前年比 　 ７０％ 前年比　　９８％ 卸売価格
平年比　　８６％ 平年比　　７０％ 平年比　１００％
前期比  　４４％ 前期比　　４１％ 前期比　　９８％ 　前年比：やや強含み

　平年比：横ばい
　前期比：横ばい

さば類

えび類

いか類



３．えび類の生産量については、国内生産がわずかなため省略している。

４．えび類の輸入の統計からは、いせえび及びロブスターを除いている。

凡例（目安）
供給量 卸売価格

　　　０～　２％ 並　み 横ばい
　　　３～１０ やや増加（減少） やや強（弱）含み
　　１１～２０ 増加（減少） 強（弱）含み
　　２１～５１ かなり増加（減少） かなり強（弱）含み
　　５１～ 大幅に増加（減少） 〃

問い合わせ先　： 　水産庁加工流通課企画調査班　 中谷・小林
代表　： 　０３－３５０２－８１１１

内線６６１７
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ　： 　０３－３５９１－５６１２

１．需給の見通しは消費地市場を中心としたものであり、前年比については平成21年4～6月と対比した傾
向を表し、平年比とは平成17～21年と対比した傾向を表し、前期比については平成22年1～3月と対比した
傾向を表すものである。なお、この場合の供給量とは、我が国の生産量と輸入量の合計と定義している。

　※供給量は、いずれの魚種も主な漁期が限られ四半期毎の変動は自明であるため、前期比の見通しは
省略している。

２．「生産量」の欄の「水産庁調べ」とは農林水産省の「漁業養殖業生産統計」の前年の値と、さけ・ます
類、いか類については（社）漁業情報サービスセンター（ＪＡＦＩＣ）調べ、その他の魚種については農林水産
省の「産地水産物流通統計速報」における今四半期の前年比より推定した値である。


